
【9】学校法人自由学園 危機管理本部 
プラン名：「そなえるカルタ」で防災を学ぶ 

      ～防災教育で企業と協働～ 

2018年度防災教育チャレンジプラン 活動報告会  
2019.2.23 



学習者が防災を“我が事化”する学習形態の模
索 

 

•学習した内容が個人の行動へと具体化されること 
 

 

•学習した内容が自己イメージ（共感）へつながりやすいように 

  実際的な事例から学べる 

•他者の考え方を共有（共感)する学習過程がある 

•学習した内容がかたち（共感を自分のもの）として残せる 
※「伝えた相手が自ら動くとき、そのベースには必ず共感があります。 

そして共感が想像を生み、想像が自発につながる。」（「前刀禎明,心が動く伝え方, KADOKAWA 」より） 

 

 

本校が考える“我が事化”の定義 

“我が事化”に必要な条件 



アクティブラーニングで防災を学ぶ 
※アクティブラーニングとは 

『伝統的な教員による一方向的な講義形式の教育とは異なり、学修者の能動的な学修への参加を取り入れた教授・学習法の総称』 
（「中央教育審議会,新たな未来を築くための大学教育の質的転換に向けて～生涯学び続け、主体的に考える力を育成する大学へ～,2012年」より） 

•共感が生まれやすい教材であること 

• “学び合い”や“教え合い”といった活動があること 

•学習者間の相互作用を適切に支援する仕組みがあること 

•学習成果が手元に残ること 

 

 

 

「そなえるカルタ」は、我が事化から行動につな
がっていくプロセスを考えながら工夫を凝らしまし
た。 

東北地方の団体や防災専門家と協力して被災地での
実際の声を掲載。概念的なことより、トイレや水、
食料など、実生活ですぐに困るような具体的なエピ
ソードを中心にすることで、危機感を持ちやすく
「我が事化」しやすくしています。 

      
（三菱地所レジデンス（株）） 

そなえるカルタ 

「そなえるカルタ」は、自
社マンションの居住者へ向
けた防災活動用として制作
されていたことから、本校
は、2015年9月に三菱地所

レジデンス（株）との間で
「業務提携に関する協定
書」を取り交わし、活動の
自由度を確保した上で、教
材として導入した。 



  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

他の人に教える 90％ 

自ら体験する 75％ 

グループ討議 50％ 

実演してもらう 30％ 

視聴覚 20％ 

読書 10％ 

「そなえるカルタ」の学習過程 

学習内容の確かな定着と共に 

様々な“共感”が 

「我が事化」にもつながる 

ラーニング・ピラミッド（出典：National Training Laboratories,Bethel,Maine） 

「個人で取り組
む」 

「グループで共有す
る」 

「全体で共有す
る」 講義 5％ 

（学習定着率） 

三菱地所レジデンス（株）防災倶楽部の
メンバーがファシリテーター役を務める 

  
  

  

  

＝アクティブラーニング 

被災地との“共感” 

他者との“共感”➀ 

他者との“共感”➁ 



「そなえるカルタ」での学習がより具体的な成果へとつながるよう
に 

補助教材として「そなえるドリル」を導入した 

「そなえるドリル」は、2017年に本校と三菱地所レジデンス（株）、 

復興応援団などが協働で制作した防災学習教材。子ども自身や親子で
考え、防災の具体的な行動につなげることを目的とした。 
ドリルを全て解くと「家族の防災計画書」が完成する。 

2018年7月「防災ゲームDay2018」 

気づきを個人へ一旦戻すことで自分の具体的な行動イメージを形作る 
きっかけになることが期待できる（“共感”から“我が事化”へ） 

トイレの防災計画書 情報の防災計画書 食糧の防災計画書 物資の防災計画書 自室の防災計画書 

そなえるドリル 

第12回キッズデザイン賞 受賞 
“子どもたちの創造性と未来を拓くデザイン部門”  

グッドデザイン賞 受賞 
分類：個人・公共向けの意識改善 



「そなえるカルタ」で 

被災地のトイレ問題を学びながら 

 「そなえるドリル」で 
“家族の防災計画書～トイレ編～”を作成した 

生徒の例 



「
そ
な
え
る
カ
ル
タ
」
ト
イ
レ
編 

「
そ
な
え
る
ド
リ
ル
」
ト
イ
レ
編 

（表面） 

（裏面） 



  

（個人の） 

現状の振り返り 
  

「そなえるカルタ」を
見た後に気づいたこと 

  グループでの共有で 

気づき・考えたこと 

学習の流れの中で 
気づきなどが増えてゆく様子が分かる 

385 

お風呂の浴槽内 
or 

裏庭に大きい 
ゴミ箱を用意する 
（家より？） 

「個人で取り組む」 「グループで共有す
る」 

「全体で共有する」 「気づきを個人へ戻す」 

  

全体での共有で 

気づき・考えたこと 



全体での共有 

トイレグループ 

物資グループ 

災害が起こる前に 

家族や友人のことを
知って 

いざという時に 
助けられる準備を 

しよう 



学習者の防災意識の変化を調査 

（島崎 敢・尾関美喜,2017/9,防災意識尺度の作成(1),日本心理学会第81回大会発表論文集,69） 

・「そなえるカルタ」と「そなえるドリル」を使った学習効果を定量的に把握する 
 ために、「防災意識尺度（防災科学技術研究所）」を用いてアンケート調査を実施し、 
 この学習前後で学習者の防災意識がどのように変化したのかを分析した 
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男子部高等科3年生（n=33） 

事前 事後 

学習前後での防災意識の変化 
（各項目の平均得点） 
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女子部高等科3年生（n=35） 

事前 事後 

・A「被災状況に対する想像力」－災害が起きたらどんなことが起きるか、何が必要か、何をするかを想像する力 

・B「災害に対する危機感」－災害をどのくらい深刻に捉えているか、現状ではまずいと思っているかを表す 

・C「他者志向」－社会や人のために何かをしようと思う心 

・D「災害に対する関心」－災害に興味を持ち、災害を自分のこととして捉える程度 

・E「不安」－災害のことを心配する度合い 



学習前後での防災意識の変化 
（各項目のt検定） 

A被災状況に対する 
想像力 

B災害に対する 
危機感 

C他者志向性 

D災害に対する 
関心 

E不安 
総合点 

男子部高等科3年(n=33) 

(P=0.007) 
(P=0.019) 

(P=0.700) 

(P=0.870) 
(P=0.318) 

(P=0.096) 

災害が起きたらどんなことが
起きるか、何が必要か、何を
するかを想像する力 

社会や人のために 
何かをしようと思う心 

A被災状況に対する 
想像力 

B災害に対する 
危機感 

C他者志向性 

D災害に対する 
関心 

E不安 
総合点 

(P=5.139e-05) (P=0.850) 
(P=0.735) 

(P=0.384) 
(P=0.064) 

(P=0.003) 

災害が起きたらどんなことが
起きるか、何が必要か、何を
するかを想像する力 

災害のことを 
心配している度合い 

女子部高等科3年(n=35) 

前 後 前 後 



学習前後での防災意識の変化 
（各項目間の相関関係） 

男子部高等科3年(n=33) 

女子部高等科3年(n=35) 

＜事前＞ ＜事後＞ 

＜事後＞ ＜事後＞ 

  A B C D E 

  
被災状況に対す

る      
想像力 

災害に対する    
危機感 

他者志向 
災害に対する関

心 
不安 

A - 0.546 0.508 0.121 0.280 

B 0.546 - 0.522 0.336 0.363 

C 0.508 0.522 - 0.350 0.124 

D 0.121 0.336 0.350 - 0.012 

E 0.280 0.363 0.124 0.012 - 

  A B C D E 

  
被災状況に対す

る      
想像力 

災害に対する    
危機感 

他者志向 
災害に対する関

心 
不安 

A - 0.645 0.485 0.430 0.427 

B 0.645 - 0.470 0.555 0.471 

C 0.485 0.470 - 0.467 0.298 

D 0.430 0.555 0.467 - 0.421 

E 0.427 0.471 0.298 0.421 - 

  A B C D E 

  
被災状況に対す

る      
想像力 

災害に対する    
危機感 

他者志向 
災害に対する関

心 
不安 

A - 0.132 -0.013 0.186 0.113 

B 0.132 - 0.397 0.358 0.224 

C -0.013 0.397 - 0.338 0.058 

D 0.186 0.358 0.338 - 0.110 

E 0.113 0.224 0.058 0.110 - 

  A B C D E 

  
被災状況に対す

る      
想像力 

災害に対する    
危機感 

他者志向 
災害に対する関

心 
不安 

A - 0.234 0.210 -0.021 0.362 

B 0.234 - 0.311 0.098 0.177 

C 0.210 0.311 - 0.209 0.335 

D -0.012 0.098 0.209 - 0.039 

E 0.362 0.177 0.335 0.039 - 



• Q1：防災学習以前に行っていた個人的な“災害への備え”があれば教えて下さい 

 

 

 
 

• Q2：防災学習後から行った個人的な“災害への備え”があれば教えて下さい 

 

 
 

 

 

• Q3：その他防災学習後に行った“災害への備え”があれば教えて下さい 

￥ 

学習後にどのような“我が事化”につながったか 

【ある（n=18）】 
・非常持ち出し袋(寮生)    13 
・携行用の防災セット    2 
・その他          3 

【ある（n=25）】 
・非常持ち出し袋(寮生)    13 
・非常持ち出し袋(通学生)          4 
・家庭で防災備蓄品の準備    6 
・その他                 2 

【ある（n=9）】 
・非常持ち出し袋の見直し(寮生) 5 
・室内履きを替えた(寮生)         2 
   ※Q1では「ない」と回答した 
・その他                             2 
【ない（n=19）】 
・非常持ち出し袋で充分  3  
・特に意識しなかった   8 
・無回答         8 

【ある（n=10）】 
・非常持ち出し袋の見直し(寮生)     4 
・家庭で防災備蓄品の準備(通学生）  3 
・その他                                              3 
【ない（n=19）】 
・非常持ち出し袋で充分     5 
・特に意識しなかった      4 
・その他            5 
・無回答                      5 

【ある（n=3）】 
・災害発生時の自分の動きを考えた  2 
・家族で災害発生時ことを考えた   1 

【ある（n=13）】 
・家族で災害発生時ことを考えた 10 
     ※この内2名はQ1で 

「ない」と回答 
・家庭で防災備蓄品の準備      2 
・その他              1 
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ない 

ある 

女子（n=29） 
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男子（n=28） 
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三菱地所レジデンス（株）からみた協働の意義 

・人それぞれ「やらない理由」は様々 
・様々な理由を踏まえた“刺さる伝え方”を編み出す 
・相手の考えに合わせた伝え方をする 

本校との 
協働の中で 
再確認 

“居住者一人ひとりが自ら備えること”を 
目指す 

そのスイッチを入れる一つの方法として 

「そなえるドリル」を制作 



「そなえるカルタ」・「そなえるドリル」は 
ダウンロードフリーでどなたでもご利用になれます 

（三菱地所レジデンス（株）：DONATADEMO PROJECT) 

より多くの方々のお役に立てれば幸いです 



 

最高学部（大学部）     109名 
女子部                236名 
男子部                198名 
初等部                173名 
幼児生活団（幼稚園） 84名 
                合計 800名 

最高学部（大学部） 女子部中等科・高等科 男子部中等科・高等科 

初等部（小学校） 幼児生活団（幼稚園） 

1921年に羽仁吉一・もと子によって創立されたキリスト教主義の学校 

〒203-8521 
東京都東久留米市学園町1-8-15 



生活即教育 自労自治 

“その日の自分たちの生活は自分たちが動かす” 

寮生の朝食は自炊（昼食作りでは薪でご飯を炊くことも） 
毎年夏休みには延べ150名ほどがボランティア活動に参加 

高等科3年生による十三浜復興支援は今も継続中 

有志による復興支援（左/熊本地震、右/西日本豪雨） 

避難訓練（点呼・人数確認は生徒の委員の仕事） 

学年縦割りの委員会組織（係）で学校生活を運営 

トイレ掃除も自分たちの仕事 

時間の管理も自分たちの仕事 

芝生の手入れも自分たちの仕事 簡単な修理も自分たちの仕事 

「暮らしの係」が会議中 

植林地での共同生活 登山行事での山小屋生活 
（燕岳/燕山荘） 



平成20年12月に東久留米市との間で 

「災害時の施設利用に関する協定」を締結 
 

・「指定緊急避難場所」 男子部グラウンド 

 

 

 

・「指定避難場所」 しののめ茶寮 

 

「指定緊急避難場所」/「指定避難場所」 

正門 

学内で自治会の防災倉庫も
預かっている 



東久留米市ＨＰ 「東久留米市自治会ＭＡＰ」 

・立野川自治会 

・南沢緑台自治会 

・浅間町自治会（一部） 

・松ヶ丘自治会 

・栗原睦会 

・学園町自治会 

避難者受け入れ対象自治会 

3,638世帯／7,472人 
（平成31年1月1日時点） 
（外国人居住者を含む） 

・南沢自治会（一部） 

・落合自治会（一部） 

落合自治会 

◆避難者受け入れ対象地域◆ 
・学園町一丁目・学園町二丁目 
・浅間町三丁目・南沢一丁目 

※小さな自治会では継続した 
 防災の取り組みは難しい 
※大きな自治会の一部地域 
 だけが入っている自治会の 
 動向も読めない 
※白地図地域や集合住宅の 
 居住者、自治会未加入者等 
 との連携は更に難しい 



本校による地域への働きかけ 

しののめ茶寮 避難所運営連絡会 
（2014～2016年） 

◆「避難所運営連絡会」開催の目的◆ 
・関係自治会との顔合わせ 
・各自治会の防災体制の共有 
・本校の学校運営体制の説明 
・災害時の本校の受け入れ態勢の説明 

現在は組織力のある学園町自治会および 
松ヶ丘自治会との連携で地域防災力向上を模索 

「キリスト教会防災ネットワーク新座・東久留米・清瀬」との協働
で 

防災フェスタを開催（2017年・2018年） 
テーマ：「見て」「知って」「触れて」「納得してもらう」 
狙い：個人および地域としての「防災の“我が事化”」へ 

◆「防災フェスタ」開催の目的◆ 
・避難所である本校を認知してもらう 
・「自助」や「共助」に繋がる経験を積んでもらう 
・防災用品などを身近に感じてもらう 
・自宅の防災対策の具体的なイメージを作ってもらう 

協力企業による 
防災用品の展示ブース 



 

 

ご清聴ありがとうございました 
 


